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日本放送協会放送受信規約の一部変更に対するご意見募集 経営委員会から執行部へ検討を求める事項等 

 

実施期間 ２０２２年１０月１２日（水） ～ ２０２２年１１月１０日（木） 

 

ご意見の件数 155 件 （放送事業者等団体 5 件、個人 150 件） 

提出者 

放送事業者等:5 件 

個人:150 件 

寄せられたご意見 別紙のとおり 

  

議決後公表 







4 

 

思われます。不透明にならないためにも、割増金に該当する場合、段階を経て請求は一律に行い、その上で徴収は個別事

情を勘案が妥当だと思います。請求権の乱用はあってはならないことです。 

【50 代・男性】 

 

放送受信規約（素案）に盛り込まれた割増金制度の運用は抑制的であるべきだ。受信料の公平負担に向け未契約者

に契約と受信料支払いを促す一定の効果があると考えられるが、ある種の「罰金」と捉えられかねない危うさがある。安易な

運用によって、視聴者のテレビ離れ、さらには放送制度全般に対する信頼を損なうことになれば本末転倒だ。 

【一般社団法人日本新聞協会】 

 

無期限に過去に遡り 2 倍という高額な割増金を請求できるのは、視聴者に著しい不利益を生じさせる違法ではないです

か?  

【個人】 

（類似する意見:7 件） 

日本放送協会放送受信規約 12 条について まず大枠で、NHK という一企業に国民の多くが関わる内容の懲罰的な判

断を委ねるべきではないと考えます。 

【40 代・個人】 

 

受信料割増金について 国民を脅すようなやり方で強制的に受信料取って理解してもらえると思うのですか? むしろ、さらに

反発を受けるってことに気付いてほしいです。 

【30 代・女性】 

（類似する意見:6 件） 

割増金について、罰則の意味合いを懸念

するご意見をいただいており、執行部の考

えを伺いたい。 

第１２条４項について 2 倍徴収して良い法的根拠が希薄です。 

【個人】 

 

問題なのは、改正法では割増金の上限を「2 倍」と定めているのに受信規約第 12 条では 2 倍と規定。なぜ上限一杯の 2

倍になるのか半額ではなぜダメなのかその根拠を示してほしい。 

【70 代以上・男性】 

（類似する意見:2 件） 

割増金を 2 倍とした根拠に関するご意見

をいただいており、執行部の考えを伺いた

い。 
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せめて、割増金が 2 倍に至るまでの移行期間を設けるべきではないか  NHK は案内が不十分なことが多いため、徴収料金

限度額の変更について国民全員に行き渡るようにするべきである 

【20 代・男性】 

割増金について、移行期間を設けるべきと

いうご意見をいただいており、執行部の考

えを伺いたい。 

受信規約の変更によって、貴協会が受信料の支払い等に不正があった場合に割増金を請求できるとの変更を行っています

が、この変更によって、受信者は、支払いに対するプレッシャーを感じることになり、「納得して支払う」という受信料の性格を

変えてしまうことにならないかとの危惧を覚えます。 一方、これまで、貴協会において不幸にして不祥事が発生した場合、視

聴者は、受信料の支払いを拒否することで、貴協会への反省を促す意思表示をすることがありましたが、そうした行動を行う

ことにも抑止的な効果をもたらすことも考えうるため、視聴者からの意見や苦情を受け止めるための措置を整える必要がある

のではないかと考えます。 

【株式会社テレビユー山形】 

割増金を導入するのであれば、視聴者か

らの意見や苦情を受け止めるための措置

を整える必要があるというご意見をいただ

いており、執行部の考えを伺いたい。 

2 倍の割増金の設定には反対。地味に嫌がらせをするのではなく、スクランブル化すれば多くの人々が納得するのは明らかで

ある。 

【40 代・男性】 

 

素案は国民の公平な負担になるようにとあるが、テレビを持たない世代や若者が増えてる現状で今までと同じ受信料徴収で

はそもそも不公平だと思う。割増金の提案よりも契約者のみに放送できる仕組みを整備したりする方法を考えた方が公平さ

はあると感じる。 

【30 代・個人】 

（類似する意見:12 件） 

割増金について、スクランブル放送の観点

からご意見をいただいており、執行部の考

えを伺いたい。 

 

  








